
 

 

 

 

                                        

                                                                                       

                     

                                                                               
『プロテストってなに?  

世界を変えたさまざまな社会運動』 
 アリス・ハワース=ブース他/著 糟野桃代/訳 

青幻舎インターナショナル 

『秘密を語る時間』 
  ジョンイン/著 

柏書房 

今月の展示コーナ
ー 

ビブリオトーク  

１１月のおたより 

朝は、もう初冬のような冷え込みです。若かりし頃から寒さはそれほど苦手では

なく、むしろ「冬はわが季節」と自負していたものでしたが、年齢を重ねる毎に 

少しづつ、暖房を入れる時期が早まっていくのを自覚するようになりました。 

さて、１０月２７日から１１月９日の２週間は読書週間です。今年のポスターに

は「最後の頁を閉じた 違う私がいた」という標語があります。この気持ち、とて

もよく理解できます。最近特に、この感覚が強くなりました。厚手の本などを読み

きった後は、ボーッとして何もしたくありません。余韻に浸るとはこんな事なんだ

ろうなと、今更ながらですが感じています。登場人物になったような、その場にい

る第三者のような……うまく表現出来ませんが、まだその物語の中にいる感覚なの

です。この標語、言い得て妙だなとひとり感じ入っています。 

読書といえば、中学生の朝の読み聞かせに行っていますが、秋になると決まって

読みたくなる手記があります。月刊『PHP』「生きる」コーナーに掲載されていたあ

る会社員の女性の「読書は楽しい？」という題名の手記です。 

幼い頃から父子家庭で、友達もおらずいつも孤独だった作者は、中学生になると

ゲームセンターに入り浸り、周囲から不良呼ばわりされるようになります。ますま

す孤立していった二年生の頃、若い女性の担任の先生に出会います。その先生から

「宿題よ、どちらが先に読み終わるか競争。」と渡された文庫本がきっかけで、読

書に入りこんでいく体験談です。同じ本を先生も読みます。最初は不本意ながらで

はありましたが、読後感などを話し合ううち数もどんどん増えていきます。そして

ある時、先生から「読書は楽しい？」聞かれます。その時は、まだ素直に「はい」

と答えられなかったけれど、読書競争は高校生になっても続き、先生が他県に転勤

されるまで続いたそうです。その先生は５４才の若さで亡くなりますが、その告別

式に参列した作者は、遺影の前で今なら素直に「読書は楽しい」と言えることを自

覚します。 

最後の部分では、いつも胸にこみあげるものがあって、しばし無言になります。

中学生から感想を聞いた事はないのですが、秋になると毎年どこかで読んで自己満

足しています。読書への入口はさまざまですね。     【文・河浦図書館長】 

74-8111 

【令和にメディア化された本たち】 
近年では小説、コミック本などを原
作とした映画、ドラマ、アニメがた
くさんです。気になっていた本はあ
りませんか？ 
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『ヒミツのひだりききクラブ』 
キリーロバ・ナージャ/作  

古谷萌 他/絵 
文響社 

『ぼくの!わたしの!いや、おれの!』 
アヌスカ・アレプス/作  

ふしみみさを/訳 
BL 出版 

世界遺産のあるまち 

児
童
書
・
絵
本 

～新着本紹介～ 

 

今回は、学校行事などとも重なって 
若者の参加はありませんでしたが 
少人数ながら、たくさんの本の紹介が 
あり、それについてのトークもはずんで
楽しい時間でした。 

大江出張所
みんなの家・ひだまり

2日

宮野河内 8日・22日 下田 7日

富津・新合 15日 上河内 14日

一町田 14日 大江・高浜 21日

社協・桜ん里・古江 23日 福連木・宮地岳 23日

河浦小 15日 天草小 14日・16日

河浦中 8日 天草中 2日

いるか号巡回　12月日程

アイドルが好き! イノウエミホコ/作　くまぞう/イラスト　くもん出版

ながれぼしのランドセル 光丘　真理/作 コマツシンヤ/絵　フレーベル館

からあげビーチ キリーロバ・ナージャ/作　古谷萌　他/絵　文響社

れいとうこのそこのおく うえだしげこ/作　絵　教育画劇

小説二月の勝者 高瀬志帆/原作・イラスト　伊豆平成/著　小学館

どーこかな? こがようこ/作　瑞雲舎

#マイネーム 黒川裕子/作　さ・え・ら書房

音にさわる てんじつき　さわるえほん 広瀬浩二郎/作　日比野尚子/絵 偕成社

一

般

書 

常識のない喫茶店 僕のマリ/著　柏書房

生理CAMP　みんなで聞く・知る・語る! 工藤里紗/監修　上田惣子/漫画　集英社

はじめてのボタニカルアート 小林英成/著　日本文芸社

トリカゴ 辻堂ゆめ/著　東京創元社

ウォーターダンサー タナハシ・コーツ/著　上岡伸雄/訳　新潮社

かんたんかわいいちぎり絵BOOK ウメチギリ/著　日貿出版社

「鬼滅の刃」が教えてくれた傷ついたまま生きるためのヒント 名越康文/著 宝島社

真夜中の底で君を待つ 汐見夏衛/著　幻冬舎

砂に埋もれる犬 桐野夏生/著　朝日新聞出版

ミカエルの鼓動 柚月裕子/著　文藝春秋

河浦図書館 ２０２１ 

【お金についての本】 
暮らしの中で必要不可欠なお金 

ついての知識を身につけましょう。 

１０月１７日(日) 

開催しました！ 

紹介された本です  

 
新型コロナウイルス感染症予防対策のご協力をお願いします 
●入館の際の検温      ●マスクの着用 
●手指の消毒        ●こまめな手洗い 
●マイバッグの持参 
●短時間の利用にご協力ください 

天草市立図書館からのおねがい 

※天候状態によっては巡回を中止することがありますので、 

あらかじめご了承ください。 

11/3（水・文化の日）気持ちのいい秋晴れの日、あきの

おはなし会を開催しました。「楽しみにしてました♪」と、

参加者さんから嬉しいお言葉！ありすボランティアさん

の読み聞かせや手袋を使った手あそびなど、秋を感じら

れる内容にしました。工作で作った〖ひらひらみのむし

くん〗を館内に展示していますので、ご覧ください。 

あきのおはなし会  
開催しました 

きくちちき/作・絵　

小峰書店/2018

こんのひとみ/作　いもとようこ/絵　

金の星社/2009

白土あつこ/作・絵　

ひさかたチャイルド/2010

いちかわなつこ/脚本・絵　

童心社/2011

工作 〖ひらひらみのむし〗雑誌　ＰｒｉＰｒｉ2021.11月号　参考

〖もみじのてがみ〗

〖いつもいっしょに〗

〖おちばきょうそう〗

〖みのむしくん〗

絵本

大型絵本

絵本

紙芝居

女の子は本当にピンクが好きなのか おなじそらのしたで

堀越英美/著　Ｐヴァイン/2016 ブリッタ・テッケントラ ップ/作・絵　木坂涼/訳 ひさかたチャイ ルド/2017

めだか、太平洋を往け かなしみがやってきたらきみは

重松清/著 幻冬舎/2021 エヴァ・イーランド/作　いとうひろみ/訳　ほるぷ出版/2019

櫓太鼓がきこえる おれ、よびだしになる

鈴村ふみ/著　集英社/2021 中川ひろたか/文　石川えりこ/絵　アリス館/2019

リボルバー １５歳の志願兵　ジュニア版ＮＨＫスペシャル

原田マハ/著　幻冬舎/2021 大森寿美男/脚本　ひろはたえりこ/文・構成　汐文社/2011


